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  第 ６ 回   熊本県議会  農林水産常任委員会会議記録 

 

平成22年９月９日(木曜日) 

午前10時42分開議 

午前11時７分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第３号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

――――――――――――――― 

出席委員(７人) 

委 員 長 佐 藤 雅 司 

副委員長 渕 上 陽 一 

委  員 児 玉 文 雄 

委  員 渡 辺 利 男 

委  員 前 川   收 

委  員 中 村 博 生 

委  員 吉 田 忠 道 

欠席委員(１人) 

       委  員 村 上 寅 美 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

農林水産部 

部 長  田 大 作 

     総括審議員兼  

     農業振興局長 福 島   淳 

次 長 梅 本   茂 

次 長 麻 生 秀 則 

次 長 大 薄 孝 一 

次 長 下 林   恭 

     次 長 神 戸 和 生 

 首席農林水産審議員兼 

農林水産政策課長 白 濵 良 一 

    農林水産政策監 国 枝   玄 
団体支援総室長 牧 野 俊 彦 

団体支援総室副総室長 田 中 龍 一 

農林水産政策監兼 

団体検査室長 與 田   博 

畜産課長 高 野 敏 則 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

議事課課長補佐 平 田 裕 彦 

 政務調査課総務審議員 松 本 幸 寛 

――――――――――――――― 

  午前10時42分開議 

○佐藤雅司委員長 開会に先立ちまして、御

報告いたします。本日は、村上委員は御欠席

でございます。 

 それでは、ただいまから第６回農林水産常

任委員会を開会いたします。 

 なお、本日は本会議を休憩しての委員会で

ありますので、審議を効率的に進めるため、

質疑応答は付託議案に関するもののみに限ら

せていただきます。 

 それでは、本委員会に付託された議案を議

題とし、これについて審査を行います。 

 まず、議案について、執行部の説明を求め

た後に質疑を受けたいと思います。また、本

日説明等を行われる際、執行部の皆さんは着

席のまま行ってください。 

 まず、田農林水産部長から総括説明を行

い、続いて担当課長から説明をお願いいたし

ます。 

 

○田農林水産部長 まず初めに、元農業研

究センター職員の飲酒運転による交通事故に

関しましては、県庁全体の信頼を著しく損な

ったことについて、県民の皆様及び委員の皆

様に大変申しわけなく、この場をおかりしま

して深くおわびを申し上げます。 

 農林水産部では、交通安全、特に飲酒運転

の防止について、機会あるごとに職員に注意

喚起してきておりまして、未然防止の徹底を
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図ってきたところではありますが、職員がこ

のような不祥事を引き起こしてしまったこと

は、まことに遺憾でございます。 

 今後、このようなことが二度と生じないよ

う、全力を挙げて再発防止に取り組んで、飲

酒運転の根絶に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、赤潮関係についてでございますが、

７月29日には赤潮被害について常任委員会に

おいて現地調査をしていただきまして、まこ

とにありがとうございました。 

 本年６月下旬に有明海、八代海で発生した

シャトネラ赤潮は、８月上旬までの長期間に

及び、ブリなどに約108万尾、16億円の被害

が発生し、過去２番目の甚大な被害となりま

した。 

 現在、八代海における赤潮被害対策を取り

まとめているところであり、改めて御提案さ

せていただく予定でございます。 

 次に、口蹄疫について御報告申し上げま

す。 

 ４月に宮崎県で発生した口蹄疫は、29万頭

近い牛や豚が殺処分されるという国内で経験

したことのない事態となりましたが、宮崎県

や国などの懸命な取り組みにより、７月27日

には宮崎県内の制限区域がすべて解除され、

８月27日には宮崎県において口蹄疫終息宣言

がなされたところです。 

 この間、本県でも、後ほど御報告いたしま

す６月29日の専決予算も加え、３度にわたる

専決予算と６月補正予算を計上し、時期を失

することのないよう対策を講じてまいりまし

た。 

 県内発生と同じ最高レベルの防疫態勢を整

え、１頭たりとも県内で発生させないとの覚

悟で、消毒ポイントでの車両消毒、畜舎や公

共施設での消毒など、県議会を初め、市町

村、農業団体、畜産農家や多くの県民の方々

の御協力を得て防疫対策を行い、消毒ポイン

トでは、延べ１万2,000人を動員して65万台

の車両の消毒を実施いたしました。 

 また、家畜市場の休止等により影響を受け

た畜産農家に対しましては、運転資金等の融

資制度の創設、市場再開後に価格が下落した

場合の補てん、飼料かかり増し経費の一部助

成など、経営安定に資する事業を実施いたし

ました。国内の発生はなくなっております

が、我が国の周辺国においては今も発生が続

いており、いつどこで発生してもおかしくな

い状況にあります。 

 引き続き、異常な家畜の早期発見や畜舎の

消毒など、畜産農家へ指導の徹底を図るとと

もに、国とも連携しながら防疫対策の充実な

どに努めてまいります。 

 引き続きまして、今回御提案しております

議案の概要につきまして御説明申し上げま

す。 

 今回提案しておりますのは、専決処分の報

告・承認案件１件でございます。これは、口

蹄疫対策として市場再開後における肉用牛繁

殖経営の支援措置経費等を計上したもので

す。 

 詳細につきましては、後ほど畜産課長から

御説明申し上げますので、御審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

 

○佐藤雅司委員長 引き続き、担当課長から

説明をお願いします。 

 

○高野畜産課長 会議資料の２ページをお願

いいたします。 

 ６月29日付で専決処分した分の御報告並び

に承認についてでございます。 

 事業内容につきましては、説明欄の口蹄疫

畜産経営安定対策事業のうちの肉用牛繁殖経

営緊急支援対策事業につきましては、口蹄疫

の影響で家畜市場が再開された場合に子牛の

価格の低下が予想されるわけでございますけ

れども、その肉用牛の繁殖経営を支援する事

業でございます。 
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 国の方の事業で、価格差補てんで子牛の４

分の３が補てんされることになっておりまし

て、それとあわせまして、県が４分の１補て

んする、すなわち価格低落の全額を補てんす

るものでございます。  

 なお、発動基準につきましては、黒毛和種

が38万円、褐毛和種が35万円、その他の肉用

専用種につきましては25万円でございます。 

 それで、今回の子牛の価格につきまして

は、７月から９月までの子牛価格の平均値、

これを県ごとに平均をとりまして、先ほど言

いました基準価格、こちらから低下した部分

について補てんするというような事業でござ

います。今のところ10月ぐらいに農家に補て

んするということで作業を進めております。 

 続きまして、肉用子牛取引円滑化緊急支援

対策事業でございますけれども、これは、県

内の家畜市場の再開が延期されたことに伴い

まして、７月10日までに県が仲介して実施し

た出荷適齢期を過ぎた子牛の相対取引、この

分の価格低落に対して補てんするものでござ

います。一応これは７月１日から実施いたし

まして、実績として245頭の取引を実施して

おるところでございます。 

 畜産課総額といたしまして、一般財源で１

億4,100万円余の専決でございます。よろし

く御審議をお願いしたいと思います。 

 続きまして、農林水産常任委員会資料とい

うことで、宮崎県における口蹄疫の状況と本

県の対応についてということで簡単に説明さ

せていただきたいと思います。 

 資料の１ページをお開き願いたいと思いま

す。 

 これは、宮崎県における口蹄疫の発生状況

を地図に落としたものでございまして、７月

27日、これが最終的に移動制限がすべて解除

された日でございますけれども、最終の数字

で、下の方に書いておりますように、発生事

例で292例の発生、疑似患畜の処分頭数が21

万1,000頭余、それとワクチン接種の頭数が

７万7,000頭、それで、最終的には、この合

計の欄に書いておりますように、合計で28万

8,000頭余の家畜が、これは豚牛合わせてで

すけれども、処分されたということになって

おります。 

 続きまして、２ページをお開き願いたいと

思います。 

 この表は、宮崎県での発生状況を市町村別

に見た表でございまして、宮崎県内では11市

町が発生にかかわったわけでございます。そ

ういう中で、上から２番目の川南町、こちら

が合計で15万4,446頭ということで、全体の

約73％、約４分の３がこの川南町に集中した

というような格好になっております。 

 続きまして、３ページから５ページにつき

ましては、本県における防疫措置の経過を経

時的に述べたものでございまして、一番最後

の５ページの最近の状況だけちょっと御説明

をさせていただきたいと思います。 

 それで、７月11日、先ほど市場の子牛価格

の部分の話をいたしましたけれども、７月11

日に、家畜市場、ここに書いておりますよう

に、南阿蘇の家畜市場から順次県内の市場が

再開されているような格好になっておりま

す。 

 それから、７月26日、これは、知事を本部

長とする第３回熊本県家畜伝染病防疫対策本

部会議、これが最終の会議になったわけです

けれども、この会議を開いております。 

 それから、７月27日、宮崎県におきまして

宮崎市の移動制限が解除されまして、宮崎県

内のすべての制限区域が、この時点で解除に

なっております。 

 それから、８月２日、知事が記者会見をい

たしまして、防疫対策措置の終了と県民の皆

さんへの協力、こういった部分の感謝の意を

表明しているところでございます。 

 それから、８月10日、これは県内の農業研

究センターにおります種雄牛、これは褐毛和

種を４頭、黒毛和種を２頭、阿蘇と天草の方
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に移動させておりましたけれども、８月10日

に、また農業研究センターの方に返しておる

ような状況でございます。 

 それから、その下に書いてありますよう

に、口蹄疫の特別措置法、これに基づきます

地域指定につきまして、熊本県、鹿児島県、

大分県が指定されておりましたけれども、８

月10日の時点で解除の告示をやったところで

ございます。 

 それから、８月27日、これは、宮崎県の東

国原知事が宮崎県での終息宣言を行われたと

ころでございます。 

 続きまして、６ページのところが消毒ポイ

ントの実施状況でございまして、４月28日、

えびの市の発生に伴いまして、人吉・球磨郡

の制限区域が入った時点から消毒ポイントを

設置したところでございます。その時点で

は、法的には５カ所の設置でございましたけ

れども、その後徐々に消毒ポイントもふやし

ていきまして、６月18日時点では、一番多い

ときには、県内で法定の消毒ポイント、自主

ポイント合わせまして22カ所の消毒ポイント

を実施したところでございます。この消毒ポ

イントにつきましては、最終的には７月末を

もってすべて閉鎖をしたところでございま

す。 

 その間の消毒ポイントでの消毒実績という

ことで下の方に書いておりますけれども、こ

れは、特措法に基づく消毒施設、これにつき

ましては９カ所で約４万8,000台、それと自

主消毒ポイント、こちらにつきましては13カ

所で約３万9,000台、それと、一応６月４日

からプール方式を導入したわけでございます

けれども、こちらの方は９カ所で約56万台、

合計で約65万台の消毒を実施し、県民の皆さ

ん方にも御協力を願ったところでございま

す。 

 それから、ウ）のところの消毒ポイントの

動員数でございますけれども、各地域ごと

に、それぞれの所属ごとにここに掲げており

ますけれども、下の延べの合計でございまし

て、県職員、市町村職員、それと農業団体の

職員にも協力を願っておりまして、こちらの

方が約3,677名、それと警察の方も非常に協

力をいただきまして1,607名、それと民間の

方からの雇用が約6,500人、延べで約１万2,0

00人弱の動員をして、協力して消毒を行って

もらったところでございます。 

 続きまして、７ページでございますが、こ

れは、熊本県の口蹄疫緊急総合対策事業予算

につきまして専決処分、補正予算をお願いし

た部分でございまして、最後のところに書い

ておりますように、総額６億7,500万円余の

予算をお願いしたところでございます。 

 その中で、若干ちょっと説明いたしますけ

れども、７ページの一番下のところに、熊本

県口蹄疫家畜出荷遅延緊急対策事業、これは

横に書いておりますように出荷がおくれた部

分のえさ代の補てんを６月補正でお願いした

ところでございまして、予算額としては１億

6,400万円余でございますが、この部分につ

きましては、右の実施状況のところに書いて

おりますけれども、県が予算化した後、国の

方がまた新たにこのえさ代の予算をしたわけ

でございます。 

 そういった部分で、国の対策にない部分を

県が実施するということで、国の方が９月１

日に説明会が行われたわけでございますの

で、それに基づきまして、今ない部分を県で

対応しているような部分でございまして、今

のところ大体９月末ぐらいには全農家の方に

やれるような格好で進みたいと思っているよ

うな状況でございます。 

 続きまして、一番最後の９ページでござい

ます。 

 これは、家畜市場の再開後の子牛市場の成

績をそれぞれの市場ごとに載せた部分でござ

いまして、当初購買者あたりがかなり減少し

て価格が低下するんじゃないかということで

非常に心配しておりましたけれども、現在の
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ところ、口蹄疫の発生前に比べまして、大体

同価格か、またそれ以上で推移しているよう

な状況でございます。 

 最近、ほかの県の状況を見ますと若干下が

りぎみでございますので、９月あたり価格が

どうなるのか、価格補てんにつきましては７

月から９月までの平均値でございますので、

そういった部分を今心配しているような状況

でございます。 

 以上でございます。 

 

○佐藤雅司委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、議案についての質疑を受け

たいと思います。 

 なお、今回の委員会は、大変申しわけあり

ませんが、本会議を休憩しての委員会であり

ますので、審議を効率的に進めるため、質疑

は付託議案に関するもののみに限らせていた

だきます。質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 口蹄疫を、Ⅹデーを迎えるこ

となく、県内感染の事例を出すことなく終え

たことに対して、執行部の皆さん方の御努力

には、心から感謝を申し上げたいというふう

に思っています。 

 今回の専決承認なんですけれども、口蹄疫

の感染的な病気の方は、宮崎の方で一たん終

結宣言が出たわけですから、これはもうこの

まま再発することなくしっかり見守っていか

なきゃならないと思いますが、被害の方はま

だ続いているわけでありまして、この専決の

中でも、９月までの平均値ということになっ

ておりますように、非常に畜産農家の皆さん

方の不安感というのは、いまだ払拭されてな

いというのが現状であります。 

 加えて、これは農林水産常任委員会で話す

べき話じゃないかもしれませんが、口蹄疫関

連ということで、農業だけじゃなくて一般的

な社会全体に対して非常に大きな影響が出て

おります。 

 とりわけ、球磨地域や、それから委員長の

阿蘇、私の菊池、いわゆる一般的な毎年やっ

ていた恒例行事みたいなやつは、口蹄疫が出

たあれで全部自粛しているんですよね。要す

るに、お祭りとか、そういったイベント事を

全部自粛して、人の出入りをやめましょうと

いうことをやったわけですから、結局人が動

かないと金も動かないわけでありまして、商

工観光業に対しての影響というのも、私が知

る限りにおいては、まだ実質的なきちっとし

た数値は把握できていませんけれども、私の

地元のある旅館に聞くと、当て込んでいたや

つが全部流れたとか、例えば菊池で言えば竜

門ダムのボート大会がある、これはなくなっ

た、それがあれば旅館にはほとんど満杯にな

るぐらいお客さんが来るんだけど、ないから

だれも来ない、となると対前年で考えても売

り上げが半分だと、これは具体的な事例なん

ですけれども、そういう事例がたくさんござ

います。 

 それは、その旅館だけじゃもちろんないわ

けですけれども、そういった部分を、この年

末にかけて――私は、口蹄疫が終わったとい

う感覚じゃなくて、口蹄疫はまだ終わってな

い、口蹄疫に対する被害は終わってないんだ

ということの意識を持って県は取り組まなき

ゃならないというふうに思っています。 

 宮崎県は、畜産を再興していくためにとい

うことで、国に対して300億の基金の要請を

公式にされております。それから、鹿児島

は、基金根拠はわかりませんけれども、100

億ぐらいはとにかく要るだろうという前提

で、国に対する基金要望を、具体的な費目じ

ゃなくて基金としてくださいということの要

望を出してあります。 

 熊本県は、まじめですから、大体被害総額

の把握に努めながら、どの程度のものなのか

を見ながら国に対する要望をしようと思って

いらっしゃると思いますけれども、やっぱり

ここはある程度見込みも含めてそういった活
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動をしとかないと、基本的には鹿児島と熊本

は同じですから、隣県であって、直接発生は

してないということであっても経済被害は出

ているという状況があるわけでございますか

ら、それに対して県だけで取り組むというの

は非常に難しいと思いますけれども、国に対

する要望も含めてお考えがあるのかどうか、

ちょっとお聞きしたいと思います。 

 

○高野畜産課長 今、前川委員の質問でござ

いますけれども、今執行部の方で、先ほど言

われた口蹄疫対策の実施の損失並びに今後衛

生的な部分を強化していきたい、それとか、

特にこの口蹄疫絡みでは、粗飼料あたり、非

常に中国産稲わらあたりが問題になっており

ます。 

 そういった部分で、やはりできるだけ飼料

につきましても、国内で自給率、こういった

ことを上げていきたいということで、今執行

部の中で、そういった部分を含めたような国

に対する要望あたりを今検討しているような

ところでございます。 

 それで、今のところ、委員の方が言われま

したように、実際の被害あたりというのが、

商工あたりがまだ完全には把握はしておりま

せんけれども、畜産関係では、一番は防疫対

策の消毒薬、このあたり、それと出荷遅延に

対する、先ほど６月補正で行いましたえさ代

関係、それと牛乳の出荷とか牛肉の輸出、今

のところ香港には回復しているんですけれど

も、それ以外の上海とかシンガポールあたり

が今とまっているような部分です。こういっ

た部分の被害額については、今のところ大体

集計をしているような状況でございます。 

 そういった部分で、それを含めまして、家

畜保健所あたりの防疫対策の支援並びに自給

飼料関係の、とにかく増産していく、自給率

を上げていく、そういった部分で今要望あた

りを積み上げているような状況でございま

す。 

 

○前川收委員 今おっしゃったことは当然で

すけれども、言葉の中にはなくても頭の中に

はあられるとは思いますが、繁殖とか育成だ

けじゃなくて、肥育農家も３カ月間子牛の導

入ができてなくて、これは毎年毎年、毎月毎

月定期的に子牛を導入しながら肥育をしてい

く計画があるわけで、それが３カ月間ぱたっ

ととまるわけですね。当然、出荷も３カ月間

とまるわけですよ、この１年２年後に。それ

を、どう今までとは違うパターンで肥育して

いくかということについての非常に苦労をな

さってらっしゃる部分、これは多分２年か３

年かけた後に被害が出てくる状況もあると思

いますので、そういった部分もなかなか数値

化しづらい部分があるかと思いますけれど

も、きめ細やかにしっかり把握をしてもらい

たいと、何か科学的な根拠も入れて、３カ月

間子牛導入ができなかったわけですから。 

 本来であれば、毎月入れて、それを何カ月

間自分ちのやり方でちゃんと育てながら肥育

計画をつくって出すんですね、肥育を。牛を

枝肉市場なり生体市場に出すわけですけれど

も、それが３カ月間とまるのか、とまらない

ようにするためにはどう育てるのかというの

が、どっちともこれは狂うわけでありますか

ら、その辺のところも大きな肥育農家にも負

担がやっぱりかかっています。 

 それから、商工関係の話もお触れいただき

ましたけれども、これももう本当にこんなこ

とを言うとおかしいですけれども、手当ての

ある農家はよっぽどいいですよと、商工業は

何もなかっですけんと、祭りも何もかんも自

粛して何も――結局、ふだん当て込んでいた

夏のいろんなイベント需要というのが全部な

くなってしまってて、しかし、それには何ら

手当てがないということ、今の段階ではね。 

 これは農林水産常任委員会で言う話ではな

いかもしれませんが、口蹄疫という視点から

見れば、やっぱり農林水産部も全庁的な取り
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組みをしていただきたいということを、もう

ちょっと声を大にして言っていただいて、そ

の辺の手当てもしっかりやっていただきます

ように。 

 私、年末が非常に心配をいたしておりま

す。ことしの年越しがどうなのかなというの

を非常に心配いたしておりますので、その辺

もよろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○佐藤雅司委員長 高野課長、今前川委員が

おっしゃった、３カ月の計画のローテーショ

ンが狂うという、ずっと狂っていくというこ

とについての科学的な積み上げ、積算によっ

て被害が出ているということについては、い

かがでございますか。 

 

○高野畜産課長 とにかく３カ月間素牛の導

入が実施されてないということですので、当

然、それが15カ月ないし20カ月後には、３カ

月間の出荷の空白ができてくるような格好に

なると思います。 

 そういった部分で、実際その時点での金に

なる枝が結局３カ月間出ないということにな

りますので、それが実質被害がどうかという

のはちょっとあれなんですけれども、そのあ

たりは、ちょっとこちらの方で試算という

か、そういったものをさせていただきたいと

思っております。 

 

○佐藤雅司委員長 ほかに質疑はありません

か。なければ、以上で質疑を終了します。 

 ただいまから、本委員会に付託されました

議案第３号について採決をいたしたいと思い

ます。 

 議案第３号について、原案のとおり承認す

ることに御異議ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐藤雅司委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第３号については原案のとおり

承認することに決定いたしました。 

 最後に、陳情・要望等が３件提出されてお

りますので、参考としてお手元に写しを配付

しております。 

 それでは、これをもちまして第６回農林水

産常任委員会を閉会いたします。 

 委員各位、執行部の皆さん、大変御苦労さ

までございました。お世話になりました。 

  午前11時７分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  農林水産常任委員会委員長 
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